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北海道新幹線札幌開業に向けての要望

北海道新幹線は、札幌から鹿児島までの主要都市間が新幹線で結

ばれ、我が国の高速交通網における基軸が形成されることによって、

首都圏はもとより、東北、北関東圏との新たな文化・経済交流を促

進するとともに、道内経済を活性化するものであります。 

また、札幌までの早期開業は、より一層魅力と活力に満ちあふれ

た北海道を築き上げ、北日本ひいては日本全体の経済発展にも大き

く寄与するものであり、北海道民の念願でもあります。   

平成28年３月26日には、北海道新幹線（新青森－新函館北斗間の

約149km）が開業し、道南地域を中心として、特に東北や北関東から

の来道者で大変賑わっており、開業による効果を実感しているとこ

ろであります。 

我々、北海道新幹線沿線に位置する自治体は、平成18年５月に「北

海道新幹線建設促進関係自治体連絡協議会」を設立し、全線の早期

開業に向けて活動を行ってきたところであり、これからも関係機関

と連携し、現在招致を目指している、2030年冬季オリンピック・パ

ラリンピック札幌大会を見据え、一日も早い全線開業に向け、積極

的に取り組んでまいる所存であります。 

 つきましては、次の事項について特段のご配慮を賜りますようお

願い申し上げます。 

記 

一．北海道新幹線全線の早期完成 

一．貸付料など幅広い観点からの更なる建設財源の確保や財源措置

の拡充による地方負担の軽減 

一．全ダイヤの高速走行実現に向けた青函共用走行問題の 

  早期の抜本的解決 

一．まちづくりや防災等に配慮した構造物（軌道、駅舎等）の設計

及び建設 

一．トンネル等走行時における移動通信環境の基盤整備 
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